
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４年前の「３月１１日」その時の住中のことを知っていますか… 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災２日目夕方 住中校庭（掲揚塔前）   住中から南東方向のビルより救助する自衛隊へり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  国道 398 号線大街道の様子（発災数日後）   発災直後の震度を伝えるＮＨＫのテレビ画面 

 

 東日本大震災（３月１１日）から今年で１４年目になります。生徒の皆さんはまだ，お母さんのお

なかの中にいるか，生まれてから１，２歳のころに発生しました。その日の様子はそれぞれのお家の

方から聞いていることと思います。では，住吉中学校はどんな状況だったのでしょうか。私，教頭は

当時，本校に勤務しておりました。当時，教頭が撮影した写真とその時の様子を紹介させていただき

ます。 

 

３月１１日 午後２時４６分。 

３学年主任だった私は，職員室で翌日の卒業式の準備していました。突然の普通ではない揺れに職

員室の放送マイクを握り，卒業式の準備をしている１・２年生に向けて机の下にもぐるように指示を

しました。揺れが収まるどころかむしろ強まり停電。マイクが使えません。金庫が約２ｍ動き，校舎

が倒壊するのか…と思い校庭に飛び出しました。校庭（掲揚塔付近）に地割れが走るのが見えました。

揺れは５分続いたように思います。揺れが収まったところでハンドマイクを持って２階から４階へと

上がり，校庭に避難するように指示を出しました。市の防災無線が「大津波警報」をサイレンととも

に告げると，地区住民・帰宅していた生徒が自家用車で次々と避難してきました。私たち教員は車の

誘導係と校舎への案内係に分かれて対応しました。私は車の誘導を担当しました。この日は非常に寒
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く，みぞれが降る中での誘導でした。そこに耳を疑うような言葉が防災無線から発せられました。「（市

の中心部にある）市役所に現在，水が押し寄せています。高台に避難してください…」，市役所から

１ｋｍの距離にある学校にも水が来るのは時間の問題です。それから約２時間後，バイパスから車の

行き交う音がなくなり，じわじわと水が入ってきて夕方６時，１階職員室もデスクの半分の高さまで

浸かりました。この時点での避難民は１，２００人。頻繁にやってくる大きな余震，そして停電，あ

まりの寒さにカーテンをはずして体を温め，南の地平線が夕焼けのように赤く見え「もしかして，工

業港で火災か…」と思いながらじっとしていました。実際は，門脇小学校とその周辺地域の火災で一

晩以上燃え続けました。 

 

政府の地震調査研究推進本部によると，宮城県沖では、１８９７年～２０１１年までの約１１０年

間に４回発生しており、平均発生間隔は約３８年です。地震の発生は，避けて通れませんが「命を守

る」こと「被害を減らす」ことは可能です。 

改めて確認！＜下は年度初めの４月に配付した資料です。＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ４日（火）公立高校入試 部活動休止 

   ５日（水）部活動休止 

 ３年生同窓会入会式 

   ６日（木）卒業式 部活動休止日  

＜午前で終了，給食なし＞ 

   ７日（金）公立高校追試験 

  １０日（月）部活動14:20終了下校 

  １１日（月）みやぎ鎮魂の日 休校日 

  １２日（水）学習参観日 ２年立志の会 

部活動休止日 お弁当の日 

  １３日（木）公立高校合格発表 部活動休止日 

 １４日（金）職員会議 部活動14:20終了下校 

 １９日（水）お弁当の日 

２０日（木）春分の日 

 ２４日（月）修了式  

部活動休止日＜午前で終了，給食なし＞ 

２５日（火）学年末休業日（～３月３１日） 

  ２６日（水）小学６年生一日入学 

 ２７日（木）離任式 

※ ５の付く日は 

メディアコントロールDay 

 
 

３
月
の
予
定
か
ら 

＜最後に心温まる話＞ 

本校周辺をたまたま通りかかった方からお電話をいただきました。１月下旬に登校途中か下校途中か不明ですが，横断歩道を渡

った後にお辞儀をする住中生に感動されたとのことです。地域に愛される住中生，応援したくなる住中生でありたいですね。 


